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アジア競技大会（愛知・名古屋2026）が10月4日まで開催されていますね。日本での開催は32年ぶりとのことで

すが、近年、日本のスポーツ選手は種目を問わず目覚ましい活躍を見せています。海外で練習又は海外のチームでプ

レーし、世界水準のコーチから指導を受けるなど、世界から学ぶ環境が実力アップに繋がっているのでしょうか。東日本支

部においても、9月は会員の皆様が他社の取り組みから学ぶ機会が複数ありました。その模様を以下ご報告します。

DX、利益確保、M&A 各分野の実践知を共有 支部主催講演会

9月3日、「スマートファクトリーへの変革」と題して、三行合成樹脂㈱ 宮島宏取締

役専務（写真上）による講演会を開催しました。自動車部品メーカー出身の同氏

が、DXを活用して工程管理技術を現場に「実装する」までの過程や、成形機をはじ

めとする全設備の情報をリアルタイム（0.1秒単位）で取得し、不良品の流出を防

止している取り組みについて、DX導入前後のデータを示しつつ具体的に解説しました。

9月15日は、「インフレ・人手不足時代の利益確保術」と題して、㈱ゼロプラス 大

場正樹 代表取締役社長による講演会を開催しました。賃上げを前提とした経営転

換が求められる中、継続的な付加価値の創出が不可欠となっています。経営環境

の変化を踏まえ、価格転嫁、生産性向上、公的制度活用の3本柱を通じて、持続

的に利益を確保するための原資をどのように生み出すかなど、今後取るべき経営戦

略について解説しました。

更に9月30日には、近年、自動車部品業界でも増加傾向にあるM&Aの具体的

事例をテーマに講演会を開催しました。㈱サーテックカリヤ 竹内弘一 会長及びセレン

ディップ・ホールディングス㈱ 竹内在 代表取締役社長兼CEOが、セレンディップ社に

よるサーテック社の子会社化の経験について、それぞれの立場から講演しました。「な

ぜ親族内承継ではなく第三者への承継を選んだのか」、「承継先を選定する際の決

め手」など、お二人によるトークセッション（写真中央）も行われました。セレンディッ

プ社の竹内社長兼CEOによる「事業承継は、経営権の移譲だけではなく、知恵と志

と地域との絆を継ぐこと」との結びの言葉が印象に残る講演会となりました。

「カイゼンに終わりはない」 トヨタ元町工場で見学会

9月9日、トヨタ自動車㈱元町工場（愛知県豊田市）で支部主催工場見学会

を開催し、参加した17名がボデー工程や組立工程における厳格なタクトタイム（製

品を作る基準時間）の管理、誰もがカイゼンを提案できる自由な社風などを実感し、

多くの学びや気づきを得ました。見学会に参加した和興フィルタテクノロジー㈱の國分

英行氏は「明確なビジョンの目標達成に向け、各チームが一丸となって業務を推進さ

れていることがよく分かった。様々な「からくり」仕様の装置を目の当たりにし、生産技

術として固定観念に捕らわれず、様々な視点・観点で検討していくことの大切さを改

めて実感した」と感想を述べました。
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

10月の予定（東日本支部）

7日（水）運営委員会（八芳園）

7日（水）講演会（「CAST」で読み解く自動車産業新時代／オートインサイト㈱鶴原吉郎 代表）

  8日（木）中小企業施策委員会と東日本支部中小企業会員との座談会（ビジョンセンター横浜）

21日（水）正副支部長連絡会（ウェブ）

22日（木）理事会（名古屋マリオットアソシアホテル）

26日（月）中小企業現地研修会（午前：DX推進、午後：外国人材の活用）（㈱カネコ）

28日（水）講演会（物流を経営課題として考える／㈱ローランド・ベルガー 小野塚征志シニアパートナー）
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